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企画の背景①

野球選手が米大リーグを目指し、サッカー選手が欧州リーグを目指しように、世界中の
マンガ家の卵は日本を目指している。日本のマンガやアニメは世界中に広がり、その質は世界最
高。しかし海外にはマンガを学べる機会や場所は少なく、質の高い指導を受ける
仕組みや制度は整備されていない。
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企画のキーパーソン

堀江信彦
株式会社コアミックス代表取締役社長
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コアミックスが主宰するサイレントマン
ガオーディションとは、ことばを超えたマ
ンガ表現を、日本の編集力で磨きなが
ら、世界をつなごうとする壮大な試み。

企画の背景②

地元で開催されるイベント「熊
本国際漫画祭」

きっかけは、コアミックス

「ｻｲﾚﾝﾄﾏﾝｶﾞｵｰﾃﾞｨｼｮﾝ」
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企画の背景③

その中でも多くのマンガ家の卵と入賞作品を
輩出しているのがインドネシア。
2013年にスタートしたオーディションで
グランプリ3名、準グランプリ5名を輩出。

世界各国から多数の応募
（2017年時点） インドネシアが最も熱い
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熊本国際漫画祭&くまもとマンガＣＡＭＰ
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企画の背景④

開催イベントの

「くまもとマンガCAMP」
＠阿蘇フォークスクール

（旧高森町立上色見小学校）

地元開催のイベント

「熊本国際漫画祭」
＠鶴屋百貨店（2018年9月）
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コアミックスが運営するサイレントマンガオーディションと熊本国際漫画祭、くまもとマ
ンガCAMPと協調し、取材や連携イベントを構築していく。

日本のマンガに憧れ、マンガ家をめざす海外の若者たちに焦点を当て、
彼らの創作活動や日常生活を紹介する。自国の先駆者が日本マンガを
追い求める姿をドキュメンタリー風に描くことで、彼らが創作する
マンガコンテンツを通じて、また彼らの生きざまを通して日本マンガ
ファン、そして日本ファンを増やす。マンガという文化の世界浸透と
その力を活用したマンガ世代に向けた更なる訪日促進を目的とする。

事業の目的

サイレントマンガオーディション初代
グランプリ受賞者である
アレックス・イルザキの今とともに熊
本の今をインドネシア人視聴者に向
けて発信する。

9



事業のコンセプト

マンガ家を目指す卵たちは日本の文化を愛し自らのマンガ作品を通じて
日本文化を世界に発信しようとするメッセンジャーでもある。
そして彼らが創作するマンガコンテンツが今度は熊本や日本を世界に発信するコ
ンテンツのパワーとなる。マンガという日本らしいコンテンツの力を使って、日本
や日本の地方を世界中に発信する。

SMA
熊本国際漫

画祭

マンガの力で世界中の才能を日本に集め
その才能が生み出すマンガの力で日本を世界に発信する
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企画の可能性

優れた作品は「サイレントマンガ in motion」に発展！ さらに実写化も！

マンガ原作の創作過程、その
映像コンテンツ化の様子は
テレビ番組にも良くFITする。

コンテンツのマルチユース、
他国への横展開の可能性大！
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番組概要①

インドネシア地上波局 NET．の「Weekend List」枠で放送

インドネシアの地上波放送局のNET.と共同制作。
NET.(News and Entertainment Television)は
娯楽番組を得意とした成長中のテレビ局。
本事業ではインドネシア国内外の旅グルメ情報を
発信するレギュラー番組「Weekend List」の
特別編として日本紹介パートとともに
「Be a Manga Artist」を放送。

◆番組タイトル：「Weekend List」
◆ジャンル：旅情報＆ドキュメンタリー番組
◆ターゲット：20才～40才男女
◆放送日時：10/13、20、27(土)10:30～11:00
◆30分×全3話
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番組概要②

【番組構成】
マンガ家の密着ドキュメントのパート
とマンガ文化にちなんだ東京、熊本の
ローカル情報を紹介するパートに分け
て、従来の番組視聴者にも違和感のな
い構成とする。

セグメント①

旅パート１

セグメント②

旅パート２

セグメント③

マンガパート１
CM CM

１話30分（うち本編22分、CM8分）×３話 制作
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番組【第１話】

●取り上げた場所：
・熊本県（熊本市、阿蘇郡高森町）
・東京都（秋葉原、新宿）

「熊本駅」「熊本城」など熊本の
旅情報を紹介しつつ、阿蘇郡高森町で
インドネシア人漫画家と遭遇。
日本のマンガの勉強に来ている
アレックスだと知り、高森町の
マンガCAMPに潜入。

旅パートでは郷土料理「馬刺し」を体験。
また復旧工事中の「熊本城」では体験
型施設「城彩苑」を紹介。加えて秋葉
原、新宿の観光情報も
テンポよく紹介。
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番組【第２話】

●取り上げた場所：
・熊本県（阿蘇郡高森町、南小国）

旅パートで「黒川温泉」、南阿蘇での
「乗馬」や郷土料理「だご汁」を堪能し
たあとは、インドネシア人
漫画家アレックスとマンガCAMP
を取材。
主催社コアミックスの堀江社長の
インタビューや北条司先生と出会う緊
張の一瞬を紹介。

15



番組【第３話】

●取り上げた場所：
・東京都（渋谷、新宿、吉祥寺）

旅パートでは「渋谷スクランブル
交差点」「センター街」、新宿
「ロボットレストラン」を紹介。

そして吉祥寺のコアミックスを訪問し、
編集長からアドバイスをもらう。

また今回できあがったモーション動画
も披露。
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ダイジェスト版
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連動イベント概要

●日程：2018年10月13日（土）
●会場：JKTシアター(ジャカルタ）

☞会場フォワイエにてアレックス・
イルザキの作品を展示。

☞番組MCのJKT48PUTIが舞台上で
番組のPR。

☞舞台大型スクリーンで番宣V上映。
☞アレックスの過去モーション動画

作品も上映。
☞来場者全員にアンケート実施。
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成 果

放送後You tubeにて
「モーション版」配信

テレビ＋配信で拡散へ

●アレックスの新作マンガをモーション動画化。

熊本滞在中に高森町のマンガCAMPに思いを馳せて
創作したアレックスの新作読み切りマンガから
SMA映像化チームが「モーション版」動画化。
独自の世界観と高森への眼差しが反映された短編
映像作品が完成。

番組の最後に初お披露目した新作動画は、放送後
You Tubeにて配信。
アレックスや彼の作品、そしてサイレントマンガの認
知拡大に寄与している。

★「JUST MY ANOTHER LUCKY DAY
in KUMAMOTO」
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モーション版動画

●今回アレックスが参加した「マンガCAMP」へのオマージュを読み切りマンガ
作品として描き下ろし。そのモーション版動画を製作した。
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ダイジェスト版
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ファインディングス

【今後の可能性】
・コアミックス社の活動（サイレントマンガオーディション）から派生したリアルイベ

ント（国際漫画フェス、マンガCAMP）は今後も熊本で開催されるので、自社で関わ
っていくべきコンテンツの素ができた。

【感想】
・既存のレギュラー番組内へのマンガパートの入れ込み方がむずかしかった。
・インドネシア側の制作手法が新鮮だった、彼らとの関係が築けたことが良かった。

【成果】
・熊本国際漫画フェス主催社のコアミックスから製作協力を得た。
・アレックスの新作マンガをモーション動画化して配信。

マンガ→モーション動画→アニメという
コンテンツ展開に関わるチャンス。
マンガを世界に広めようとするコアミックス堀江
社長との出会いは大きな財産。
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自走化の可能性①

「Be a Manga Artist!」継続的、横展開に向けて

●サイレントマンガオーディションの応募・受賞実績の多い国を対象に横展開。
次のターゲット国やマンガ家の卵の候補はたくさんある！
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自走化の可能性②

地上波テレビ局で放送されたことで、視聴者は日本のマンガレベルに挑戦する母国の若者の存
在を知る。その作品の質が高さ、作品の力を発信したことで、日本マンガの魅力、日本の魅力をイ
ンドネシアの若者に訴えることができた。番組から生まれた新作サイレントマンガは、その「モー
ション版」を番組放送後にYouTubeで配信。視聴者の動画再生を促し、無名に近かったマンガ家
の作品が新たな人の目に触れる機会を作った。これはコアミックスが推進する「サイレントマンガ」
の認知向上にもなり、SMAに挑戦する若者の増加、熊本国際漫画祭へのインバウンド拡大、熊本
復興の発信にもつながった。母国のクリエーターが創作するマンガという日本的コンテンツを通し
た熊本、日本の発信はこれまでにはない新たな試みであり、現地の視聴者の心に届くメッセージ
となったはずだ。

インドネシア人
Manga Artist

サイレントマンガ作
品

ドキュメンタリーテ
レビ番組

モーション版動画コ
ンテンツ配信

動画再生数増大による認知拡大マンガ家挑戦者の増加

●「Be a Manga Artist!」マンガ作品とモーション版動画配信のサイクル
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Be a Manga Artist!

ご清聴ありがとうございました。
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